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安城市の子ども・子育てに係る現状について 

１．人口・世帯の状況 

安城市の人口は年々増加しています。年齢３区分人口をみると、年少人口（０～14 歳）、生産

年齢人口（15～64 歳）、高齢人口（65 歳以上）それぞれで増加し続けていますが、年少人口の内

訳をみると、10～14歳では増加していますが、０～４歳、５～９歳では減少しています。 

人口ピラミッドをみると、いわゆる子育て世代（20～49歳）が多くなっていますが、子ども人

口は少なくなっています。次ページの国立社会保障人口問題研究所のデータでは、今後は年少人

口が減少していくと推計されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■年齢３区分別人口の推移               ■年少人口の推移 

資料：国勢調査（平成 22年） 

■人口ピラミッド 

資料：国勢調査（平成 22年） 

資料：国勢調査（平成 22年） 

資料 2 
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■国勢調査に基づく、国立社会保障人口問題研究所の推計 

 実績値 推計値 

 Ｈ22 Ｈ27 Ｈ32 Ｈ37 

年少人口 

0～14歳 29,561 29,015 27,759 26,151 

（0～4歳） 9,981 9,713 8,722 8,175 

（5～9歳） 9,769 9,598 9,493 8,540 

（10～14歳） 9,912 9,704 9,534 9,436 

生産年齢人口 15～64歳 119,759 118,650 118,939 119,992 

老年人口 65歳以上 29,371 36,259 39,999 41,769 

総人口 178,691 183,924 186,697 187,939 

※Ｈ17、Ｈ22年国勢調査（男女別 5歳刻み 10月値）を用いて推計 

 

２．出生数・婚姻数・離婚数の状況 

出生数・婚姻件数の推移をみると、平成 24 年では前年から増加しているものの、平成 20 年か

ら平成 24年でみると減少しています。離婚件数の推移をみると、平成 23年から平成 24年にかけ

て増加しています。 

 

 

 平成 20年 平成 21年 平成 22年 平成 23年 平成 24年 

出生数（件） 2,121 2,054 1,981 1,958 2,029 

婚姻件数（件） 1,329 1,248 1,202 1,114 1,206 

離婚件数（件） 314 332 345 276 311 

 

 

３．女性の就労の状況 

市の年齢階級別労働力率をみると、結婚や出産を機にいったん仕事を辞め、子育てが落ち着い

た頃に再び就労することが考えられるＭ字曲線を描いているものの、平成 12 年から比較すると

20歳代後半から 30歳代後半にかけて曲線の谷間が浅くなっています。 

平成 22年における市と県、国との比較では、大きな差はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※日本人についての集計。平成 24年の数値は概数 

資料：安城の統計 

資料：国勢調査（平成 22年） 資料：国勢調査（平成 22年） 

■出生数・婚姻数・離婚数の推移 

■女性の年齢階級別労働力率の推移（安城市） ■女性の年齢階級別労働力率の推移（国・県比較） 
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４．幼稚園・保育園の状況 

幼稚園児数の推移をみると、平成 20 年から平成 25 年にかけて、園児数の総数は増減している

ものの、全体的に減少傾向です。 

保育園児数の推移をみると、平成 20年から平成 25年にかけて園児数の総数は増加傾向にあり、

特に３歳未満児で大きく増加しています。 

 

■幼稚園の状況 

年次 
園数（園） 園児数（人） 

総数 公立 私立 総数 ３歳 ４歳 ５歳 

平成 20 年 13 4 9 3,580 1,095 1,206 1,279 

平成 21 年 13 4 9 3,499 1,145 1,201 1,153 

平成 22 年 13 4 9 3,343 1,093 1,144 1,106 

平成 23 年 13 4 9 3,413 1,184 1,103 1,126 

平成 24 年 13 4 9 3,431 1,165 1,168 1,098 

平成 25 年 13 4 9 3,430 1,118 1,156 1,149 

 

 

■保育園の状況 

年次 
園数（園） 園児数（人） 

総数 公立 私立 総数 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 

平成 20年 31 23 8 3,265 36 258 350 848 895 878 

平成 21年 31 23 8 3,284 51 270 350 841 883 889 

平成 22年 31 23 8 3,350 49 309 390 831 876 895 

平成 23年 31 23 8 3,396 55 320 433 834 866 888 

平成 24年 32 23 9 3,487 66 356 429 881 883 872 

平成 25年 35 23 12 3,546 68 383 447 839 899 910 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：安城市の統計（各年５月１日） 

資料：安城市の統計（各年４月１日） 
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５．小学生児童の状況 

 小学生児童数の推移をみると、平成 20 年から平成 25 年にかけて児童数の推移は減少していま

す。 

 

 

年次及び 

学校名 

学年別児童数（人） 

総数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

平成 20年 12,000 1,995 2,022 2,030 2,086 1,970 1,897 

平成 21年 12,095 1,997 2,000 2,003 2,025 2,094 1,976 

平成 22年 12,042 1,941 1,994 1,993 2,010 2,013 2,091 

平成 23年 11,805 1,857 1,937 2,009 1,986 2,002 2,014 

平成 24年 11,668 1,898 1,847 1,933 2,005 1,983 2,002 

平成 25年 11,567 1,873 1,904 1,851 1,943 2,005 1,991 

 

 

６．児童センターの利用状況 

 児童センターにおける利用状況をみると、平成 21 年度から平成 24 年度にかけて、年間利用者

数は二本木児童センターでは減少傾向にあり、その他の児童センターでは増加傾向にあります。 

 

 

施設名 
年間利用者(人) 

平成 21年度 平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 

北部児童センター 
幼児 12,222 15,281 14,846 12,540 

小学生 11,321 11,002 11,674 12,229 

作野児童センター 
幼児 15,973 22,859 22,503 24,617 

小学生 11,882 13,185 12,518 12,226 

中央児童センター 
幼児 11,365 14,464 16,089 15,082 

小学生 5,868 5,240 4,246 4,277 

桜井児童センター 
幼児 8,619 11,596 13,805 13,418 

小学生 6,762 7,864 9,530 10,014 

二本木児童センター 
幼児 20,212 20,103 17,770 16,376 

小学生 10,924 12,222 11,450 11,700 

中部児童センター 
幼児 27,121 27,833 29,217 29,082 

小学生 14,171 14,080 14,452 13,198 

西部児童センター 
幼児 13,449 14,885 16,078 15,267 

小学生 3,641 4,302 4,622 5,159 

 

■小学生児童の状況 

■児童センターの状況 

資料：安城市の統計 

資料：安城市の統計（各年５月１日） 
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７．放課後児童クラブの利用状況 

 放課後児童クラブの利用状況をみると、平成 21 年度から平成 25 年度にかけて、公立の年間利

用者数は増加しており、民間では多少増減はあるもののほぼ横ばいとなっています。 

■放課後児童クラブの状況（公立） 

公
立 

クラブ名 
学童数（人） 

平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 

里  町 26  37 38 38 38 44 

二本木第１ 77 80 71 76 77 38 

中部第１ 42 42 57 58 50 41 

桜井第１ 59 69 68 73 84 41 

祥  南 54 37 38 38 41 37 

南  部 40 35 41 51 48 51 

北部第１ 50 52 65 62 32 31 

錦  町 48 47 43 44 46 52 

作野第１ 34 25 23 26 28 28 

三河安城第１ 82 75 78 26 27 31 

西部第１ 26 31 25 23 29 30 

丈  山 38 48 48 50 54 59 

明  和 40 29 35 32 43 48 

桜  林 37 39 39 39 44 55 

新  田 36 34 40 31 40 50 

東  部 26 32 36 35 30 39 

高  棚 25 25 27 27 31 35 

志  貴 10 6 13 11 15 9 

桜  町 47 53 48 56 58 67 

今  池 48 35 41 31 31 39 

梨の里 50 34 37 55 53 57 

西部第２ 22 29 23 27 30 30 

作野第２  25 25 34 28 28 

三河安城第２    26 35 32 

三河安城第３    27 27 27 

北部第２     34 38 

中部第２     20 19 

二本木第２      37 

桜井第２      26 

計 942 919 959 996 1,073  1,119  

 資料：福祉のあらまし 
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■放課後児童クラブの状況（私立） 

民
間 

クラブ名 
学童数（人） 

平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 

なかよし

クラブ 
21 23 19 26 20 25 

ひまわり

クラブ 
39 31 17 25 33 32 

みつばち

ぶんぶん

クラブ 

41 40 36 27 21 31 

安城つく

しクラブ 
24 28 40 44 33 31 

池浦児童

クラブ 
11 25 20 19 35 27 

計 136  147 132 141 142 136 

 

８．病児・病後児保育の利用状況 

 病児・病後児保育の利用状況をみると、利用者数、延べ利用日数ともに平成 21 年度から平成

24年度にかけて大きく増加しています。 

 

 

 
平成 21年度 平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 

利用者数（人） 31 86 114 107 

延べ利用日数（日） 77 189 204 168 

 

９．ファミリー・サポート・センターの活動状況 

 ファミリー・サポート・センターの活動状況をみると、活動件数、会員合計ともに増加傾向に

あります。 

 

 

 
平成 20年度 平成 21年度 平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 

活動件数（件） 3,009 3,003 3,435 4,068 3,460 

依頼会員（人） 494 521 519 553 604 

提供会員（人） 51 56 63 60 59 

両方会員（人） 55 61 53 50 49 

会員合計（人） 600 638 635 663 712 

 

 

■病児・病後児保育の利用状況 

■ファミリー・サポート・センターの活動状況 

資料：福祉のあらまし 

資料：福祉のあらまし 

資料：福祉のあらまし 
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10．療育支援施設の利用状況 

 療育支援施設の利用状況をみると、療育の必要な児童数は増加傾向にあり、療育センター（や

まびこルーム）の参加人数、幼稚園や保育園での受入れ児童数も増加傾向にあります。 

 

■療育の必要な児童数の推移 

区 分 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 

療育センター 

(０～５歳児) 
145 170 209  236  

サルビア学園 

（３～５歳児） 
38 34 35  36 

保育園 

（０～５歳児） 
138 133 166  232  

幼稚園 

（３～５歳児） 
48 51  65  84 

合 計 369 388  475 588 

資料：福祉のあらまし 

■療育センター（やまびこルーム）の参加人数の推移 

年齢 平成 21年度 平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 

０歳 1 6 4 5 

１歳 2 41 53 59 

２歳 35 89 102 142 

３歳 82 22 33 16 

４歳 16 7 11 8 

５歳 9 5 4 6 

学齢以上 0 0 0 0 

合 計 145 170 209 236 

資料：福祉のあらまし 

 

 

 

 

 

 

 

 


